
「ジョン・ラーベ　南京のシンドラー」のトークイ
ベントに登壇する（右から）通訳の吉井巧一、フロ
リアン・ガレンベルガー監督、山里孫存監督、モデ
レーターの内間直子＝６月�日、那覇市の桜坂劇場

映
画
「
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
」
の

ワ
ン
シ
ー
ン
（
提
供
）

「
お
と
ゆ
い
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
来
場
を
呼
び
か
け

る
渡
久
地
圭
（
右
）
と
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ラ
ッ
プ
ベ
ル
ガ
ー
＝
１
日
、

那
覇
市
の
琉
球
新
報
社

県
出
身
４
人
組
グ
ル
ー
プ
「
あ

い
ま
み
れ
」
の
（
右
か
ら
）
銘

苅
正
士
、
田
福
真
美
、
石
嶺
愛

莉
、
名
嘉
太
一
郎
（
提
供
）

首
里
友
香

比
嘉
陽
子

赤
嶺
真
由
子

稽
古
に
励
む
出
演

者
ら
（
提
供
）

ド
ラ
マ
「
フ
ェ
ン
ス
」
を
担
当
し
た
県
出
身
の

高
江
洲
義
貴
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
提
供
）

ド
ラ
マ
「
フ
ェ
ン
ス
」

の
一
場
面
（
提
供
）

　■「なはーと×沖縄盲学校　成果発
表会」（那覇文化芸術劇場なはーと）
　８月４日午後２時開演。県立沖縄盲
学校三線クラブの生徒による公演。３
年間続けて
きた舞台制
作のワーク
ショップの
集大成で、
県立芸術大
学琉球芸能専攻の学生や琉球箏曲盛竹
会と協演する。料金は全席自由で一般
１０００円、�歳以下・障がい者５００円、
高校生以下無料（要予約）。問い合わせ
は、なはーと電話０９８（８６１）７８１０（午前
�時～午後７時、休館日除く）。

　
八
重
山
古
典
民
謡
箏
曲
保
存

会
（
名
嘉
真
喜
美
子
会
長
）
が

６
月
�
日
、
嘉
手
納
町
の
か
で

な
文
化
セ
ン
タ
ー
で
定
期
総
会

を
開
き
、
新
師
範
３
人
と
新
教

師
２
人
に
免
許
状
を
交
付
し

た
。
免
許
審
査
の
合
格
者
は
次

の
通
り
。
（
写
真
は
師
範
）

　
【
師
範
】
首
里
友
香
、
比
嘉

陽
子
、
赤
嶺
真
由
子

　
【
教
師
】
米

須
弥
生
、
町
田

倫
士

　
沖
縄
を
舞
台
に
し
た
「
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
連
続
ド
ラ
マ
Ｗ
　
フ
ェ
ン
ス
」
（
松
本
佳
奈
監
督
、
野
木
亜
紀

子
脚
本
）
の
放
送
か
ら
約
１
年
。
ド
ラ
マ
は
、
第
�
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
大
賞
な
ど
国
内

の
賞
を
次
々
と
受
賞
し
、
モ
ナ
コ
公
国
主
催
「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
・
テ
レ
ビ
祭
」
の
最
優
秀
賞
に
ノ
ミ
ネ

ー
ト
さ
れ
る
な
ど
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。
沖
縄
を
舞
台
に
女
性
バ
デ
ィ
（
２
人
組
）
が
性
的
暴

行
事
件
の
真
相
を
追
う
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ム
サ
ス
ペ
ン
ス
で
、
松
岡
茉
優
と
宮
本

エ
リ
ア
ナ
が
ダ
ブ
ル
主
演
し
、
Ｊ
Ｏ
１
の
與
那
城
奨
、
特
別
出
演
で
新
垣
結
衣
ら
も
出
演
し
た
。
県
出

身
の
高
江
洲
義
貴
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
、
沖
縄
舞
台
の
ド
ラ
マ
を
制
作
す
る
意
義
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
の
可
能
性
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
・
田
吹
遥
子
）

　たかえす・よしき　１９

８７年生まれ。宜野湾市出

身。日大藝術学部映画学

科監督コース卒業後、ド

ラマ制作会社に就職。フ

リーランスのアシスタン

ト・プロデューサーとし

て活動後、２０１６年にＷＯ

ＷＯＷ入社。現在はＷＯ

ＷＯＷドラマ制作部プロ

デューサー。「殺意の道

程」や「ダブル」などを

手がける。

　
ド
ラ
マ
「
フ
ェ
ン
ス
」
は
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
プ
ラ
イ
ム
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ

Ｗ
４
Ｋ
で
８
月
�
日
午
前
１
時
か
ら
、
第
１
話
か
ら
最
終
話
ま
で

一
挙
放
送
す
る
。
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
中
。

　
―
多
く
の
賞
を
受
け
、
国
内

外
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
「
素
直
に
う
れ
し
い
。
海
外

で
も
見
ら
れ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

の
も
の
を
作
ろ
う
と
話
し
て
い

た
。
ミ
ク
ロ
に
沖
縄
を
描
い

た
。
ロ
ー
カ
ル
に
作
れ
ば
作
る

ほ
ど
マ
ク
ロ
に
届
い
た
」

　
―
地
元
の
沖
縄
を
ド
ラ
マ
で

描
く
難
し
さ
は
。

　
「
こ
れ
ま
で
沖
縄
が
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
描
か
れ
て
い
く

時
、
癒
や
し
の
島
か
基
地
反
対

の
島
か
、
な
ど
色
づ
け
し
な
い

と
描
か
れ
な
か
っ
た
。
実
際
は

白
か
黒
じ
ゃ
な
い
グ
レ
ー
の
部

分
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に

あ
る
も
の
が
リ
ア
ル
。
そ
こ
を

描
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
自

分
の
中
に
あ
っ
た
」

　
「
企
画
書
を
見
て
感
謝
し

た
。
リ
ア
ル
を
描
き
た
い
部
分

は
共
感
し
た
し
、
エ
ン
タ
メ
と

し
て
発
信
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
北
野
拓
さ
ん
と

脚
本
の
野
木
さ
ん
の
覚
悟
や
優

し
さ
を
感
じ
た
」

　
―
多
様
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

魅
力
で
、
ド
ラ
マ
で
提
示
し
た

課
題
も
多
岐
に
わ
た
る
。

　
「
今
回
延
べ
�
日
で
１
０
０

人
以
上
取
材
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
人
を
取
材
す
る
中
で
、
全
て

描
く
こ
と
が
答
え
に
な
っ
た
。

（
そ
れ
ら
が
）
沖
縄
の
問
題
で

は
な
く
日
本
の
問
題
と
い
う
点

し
ゅ
う

れ
ん

に
収
斂
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
」

　
―
沖
縄
で
は
今
も
米
軍
絡
み

の
事
件
や
事
故
が
絶
え
な
い
。

　
「
本
当
に
辛
い
。
な
ぜ
こ
の

状
況
に
陥
っ
て
る
か
と
い
う
話

を
一
番
に
す
べ
き
な
の
に
、
ほ

と
ん
ど
し
な
い
。
東
京
に
来
て

基
地
は
反
対
か
賛
成
か
と
聞
か

れ
る
が
、
質
問
自
体
が
す
ご
く

暴
力
的
に
感
じ
る
」

　
「
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
、
沖
縄

に
生
き
る
人
た
ち
が
ど
う
い
う

思
い
を
抱
え
て
い
る
か
を
知
っ

て
ほ
し
か
っ
た
」

　
―
エ
ン
タ
メ
の
力
と
は
。

　
「
そ
こ
に
生
き
て
い
る
人
の

深
い
感
情
を
拾
い
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
登
場
人
物
に
自
分

を
投
影
し
同
一
視
で
き
る
と
こ

ろ
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
」

　
―
放
送
後
、心
境
の
変
化
は
。

　
「
沖
縄
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
増
し
た
し
、
社
会
が
良
く
な

る
た
め
に
作
品
を
作
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
沖
縄
が
舞
台
の
作
品
は
定

期
的
に
作
っ
て
い
き
た
い
」

　
沖
縄
県
出
身
４
人
組
グ
ル
ー

プ
「
あ
い
ま
み
れ
」
が
�
日
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
「
Ａ
ｉ

ｍ
ａ
ｍ
ｉ
　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」

（
税
込
み
２
２
０
０
円
）
を
発

売
す
る
。
自
己
紹
介
の
曲
と
も

い
え
る
「
あ
い
ま
み
れ
の
テ
ー

マ
」
や
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
感
の
あ
る

「
あ
い
た
い
や
ー
」
な
ど
、
多

彩
さ
を
感
じ
ら
れ
る
全
６
曲
を

収
録
し
て
い
る
。
ア
ル
バ
ム
の

メ
イ
ン
に
な
る
「
音
の
輪
」
は

メ
ン
バ
ー
全
員
が
歌
い
、
音
楽

を
通
し
て
出
会
え
た
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
込
め
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
石
嶺
愛
莉
（
三

線
・
ボ
ー
カ
ル
）
、
田
福
真
美

（
ボ
ー
カ
ル
）
は
島
唄
ラ
イ
ブ

居
酒
屋
の
専
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
、
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
カ

ラ
オ
ケ
★
バ
ト
ル
」
（
テ
レ
ビ

東
京
）
な
ど
歌
番
組
の
出
演
歴

も
あ
る
。
名
嘉
太
一
郎
（
キ
ー

ボ
ー
ド
）
、
銘
苅
正
士
（
島
太

鼓
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
有

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
サ
ポ
ー
ト

で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
。
２
０

２
２
年
に
グ
ル
ー
プ
活
動
を
始

め
て
か
ら
は
、
東
京
、
ハ
ワ

イ
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
国
内
外
の

ラ
イ
ブ
に
呼
ば
れ
知
名
度
を
上

げ
て
い
る
。

　
田
福
は
「
民
謡
と
い
う
固
定

概
念
か
ら
外
れ
た
ポ
ッ
プ
な
要

素
も
あ
り
、
幅
広
い
世
代
に
聞

い
て
も
ら
え
る
楽
曲
ば
か
り

だ
。
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
�
日
か

ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し

て
購
入
で
き
る
。
あ
い
ま
み
れ

が
出
演
す
る
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
も
販

売
す
る
。

（
嘉
手
苅
友
也
）

　
「
お
と
ゆ
い
　
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
那
覇
市
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
ダ
ン
ケ
主
催
）
が

８
月
�
日
午
後
７
時
、
那
覇
文

化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と
大
劇
場

で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
ら
を
迎
え
て
、
県

内
外
で
活
動
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

演
奏
家
や
声
楽
家
と
、
琉
球
古

典
芸
能
家
が
共
演
す
る
。

　
新
作
初
演
「
か
ぎ
や
で
風

２
．
０
」
（
三
ッ
石
潤
司
編

曲
）
は
歌
三
線
と
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
共
演
す
る
。
琉
球
古
典
舞

踊
「
諸
屯
」
は
金
城
真
次
ら
が

出
演
。
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

「
ば
ら
の
騎
士
組
曲
」
は
浜
田

理
恵
な
ど
が
出
演
し
、
３
重
唱

の
見
せ
場
が
あ
る
。

　
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ダ
ン
ケ
主
宰
の

渡
久
地
圭
は
「
沖
縄
の
美
と
ウ

ィ
ー
ン
の
美
が
出
合
い
、
新
た

な
美
を
発
見
す
る
瞬
間
を
見
に

来
て
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
入
場
料
は
一
般
Ｓ
席
６
千

円
、
Ａ
席
３
千
円
。
Ｂ
席
２
千

円
。
�
歳
以
下
は
Ｂ
席
の
み
千

円
。詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
。問
い

合
わ
せ
は
ビ
ュ
ー

ロ
ー
ダ
ン
ケ
、
電

話
０
７
０
（
５
２

７
８
）１
６
９
０
。

　■「そらなり―ＳＯＲＡＮＡＲＩ―」
和楽器の音楽会（南城市のあめつち奏
楽堂）　�日午後１時半と午後６時に
開演。和太鼓と篠笛の夫婦ユニット「そ
らなり」＝写真＝が愛知県を拠点に活
動する「和太鼓ユニ
ット光」と協演。ト
ークを交え和楽器の
魅力を届ける。料金
は大人２５００円、高校
生以下１５００円。未就
学児無料。ＱＲコー
ドから予約できる。
問い合わせは、そら
なりＳｔｕｄｉｏ電話０９８
（９１４）４３１５、メールアドレ
スｓｏｒａｎａｒｉ．ｓｔｕｄｉｏ
＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

　
１
９
３
７
年
の
日
本
軍
に
よ

る
中
国
・
南
京
侵
攻
の
最
中
、

�
万
人
以
上
の
中
国
人
を
救
っ

た
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
人
実
業
家

ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
を
題
材
に
し

た
ド
ラ
マ
映
画
「
ジ
ョ
ン
・
ラ

ー
ベ
　
南
京
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」

（
２
０
０
９
年
公
開
）
の
上
映

会
が
６
月
�
日
、
那
覇
市
の
桜

坂
劇
場
で
あ
っ
た
。
同
作
の
ド

イ
ツ
人
監
督
、
フ
ロ
リ
ア
ン
・

ガ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
上
映
後
に

登
壇
し
「
ド
イ
ツ
人
も
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
と
い
う
重
い
歴
史
が
あ

る
。
歴
史
を
知
る
こ
と
は
日

本
、
中
国
、
ド
イ
ツ
に
も
必
要

な
経
験
。
自
国
の
文
化
に
興
味

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
話
し
た
。
主
催
は
沖
縄
ド
イ

ツ
協
会
、
桜
坂
劇
場
。

　
ジ
ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
は
当
時
の

電
機
メ
ー
カ
ー
、
シ
ー
メ
ン
ス

の
南
京
支
社
長
と
し
て
長
年
滞

在
し
、
ナ
チ
ス
党
員
だ
っ
た
。

日
本
軍
の
侵
攻
後
、
南
京
に
残

留
し
た
欧
米
人
が
設
立
し
た

「
南
京
安
全
区
国
際
委
員
会
」

の
委
員
長
と
し
て
、
人
道
支
援

に
努
め
た
。
ド
イ
ツ
に
帰
国
後

は
日
本
軍
の
暴
虐
を
訴
え
よ
う

と
す
る
も
、
ナ
チ
ス
の
政
策
に

反
す
る
と
し
て
脅
迫
を
受
け
、

極
貧
の
な
か
ベ
ル
リ
ン
で
死
去

し
た
。
死
後
、
日
記
の
発
見
に

よ
り
、
ラ
ー
ベ
の
存
在
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
同
作
品
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の

映
画
賞
受
賞
歴
が
あ
る
。
ガ
レ

ン
ベ
ル
ガ
ー
監
督
に
よ
る
と
、

南
京
大
虐
殺
や
皇
室
関
係
者
を

扱
う
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

日
本
で
は
配
給
会
社
が
つ
か
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
映
画
製
作
の
き
っ
か
け
は
１

枚
の
写
真
。
日
本
陸
軍
の
戦
闘

機
の
攻
撃
か
ら
、
ナ
チ
ス
の
旗

の
下
に
隠
れ
る
中
国
人
ら
を
と

ら
え
た
写
真
を
制
作
陣
が
見
つ

け
た
。
調
査
に
入
ろ
う
と
す
る

が
、
当
初
、
中
国
当
局
か
ら
は

製
作
の
許
可
が
下
り
ず
協
力
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時
南
京

に
い
た
中
国
人
の
男
性
を
探
し

出
し
取
材
す
る
と
、
ラ
ー
ベ
と

同
じ
住
所
に
住
み
、
旗
の
下
に

隠
れ
た
１
人
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　
ナ
チ
ス
党
員
で
あ
る
ラ
ー
ベ

を
題
材
に
す
る
こ
と
は
ド
イ
ツ

で
も
困
難
だ
っ
た
が
、
ガ
レ
ン

ベ
ル
ガ
ー
監
督
は
中
国
人
の
証

言
者
と
の
出
会
い
に
使
命
感
を

感
じ
「
歴
史
を
オ
ー
プ
ン
に
す

る
の
が
仕
事
だ
と
思
っ
た
」
と

語
っ
た
。

　
上
映
後
の
ト
ー
ク
で
、
県
出

身
の
映
画
監
督
・
山
里
孫
存
も

登
壇
し
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

「
映
像
作
品
と
し
て
広
く
訴
え

ら
れ
る
力
を
感
じ
た
。
（
同
じ

よ
う
に
）
沖
縄
の
物
語
を
発
信

す
る
こ
と
で
沖
縄
を
変
え
ら
れ

る
」
と
再
認
識
し
た
よ
う
だ
っ

た
。
　

（
嘉
手
苅
友
也
）

（９ ） 芸 能 ２０２４年（令和６年）７ 月２４日 水曜日 第３種郵便物認可


